
テーマ いのちを育み、学校生活に癒しと活気をもたらすサークル活動  

カテゴリー：⓹その他（サークル活動） 

学校概要 京都保健衛生専門学校 看護学科三年課程 京都市上京区千本通竹屋町東入主税町 910 3年課程 1学年 40名定員 修業年限 3年 

 コロナ禍では、感染防止のため学科間や学年間の交流を制限せざるを得ませんでした。コロナ前は、検査学科の学生を中心に玄関エントランスにある水槽を管理し魚が生

活していました。しかし関わっていた学生が卒業し、サークル活動を自粛する中でいつの間にか魚はいなくなり、水槽は真っ黒に汚れていきました。検査学科の教員が定期的に水槽の清掃

をするのが精一杯の状態でした。そのような中、2022年 1月に「生き物がかえるなら、キレイな学校の玄関にしたい！」と海の生物の飼育や調査経験のある看護学科の 1年生(現在は 2年生)が声

をあげました。汚れた水槽の清掃からはじめ、水槽を装飾し今や色とりどりのかわいい魚やエビが生活しています。 

                        
同じ気持ちを持っていたり、お手伝いをする中で楽しいと実感できたり、仲間の行動力に魅了され仲間が増え、現在は 7名が「アクアサークル」として活動しています。活動を通して絆も深

まり、チームワークもよくなっています。活動をしていると清掃の方や各学科の教員、事務職員、そしてなにより学生達が足を止め「何やっているんですか？」「癒される～」と声をかけて

くれ、他学科の学生と話せるようになってきました。また看護学科の 1 年生からも興味があるとの反応が返ってきており、他学科や他学年の学生、教職員との交流のきっかけになっていま

す。そして、エントランスがきれいになったことから、「エントランスの椅子も変えたほうがいいのかな？」という声も上がっており、今後学校全体の環境改善にもつながっていくのではな

いかと期待が膨らみます。このような学生発信の主体的な活動は、多くの人のこころを動かし、学校全体を動かす原動力になっています。 

                       

黒い水槽が気

になっていた 

声をあげてくれ

た仲間の行動

に感動！ 

気分転換が

でき楽しい！ 

生き物を育むことは勉

強にもなり楽しそう 

季節に応じた展示を

企画して 

いきます！！ 

みんなの笑顔がうれしい 

本校は、看護学科・臨床検査学科・臨床工学技士専攻科を持つ医療系専門学校です。2009年から学生の主体性を育み、学科を超えた学生間交流

を図ることを目的に、学生が企画したサークル活動に対して活動費の助成や場の提供など学校全体で支援しています。 

を図ることを目的に、学生が企画したサークル活動に対して活動費の補助や場の提供など学校全体で支援をしています。 

 

癒される～ 



1) テーマ  ：「 京都文化の探求 」                                  

2）カテゴリー：③ 教育方法 

3) 学校概要 ：京都保健衛生専門学校 京都市上京区千本通竹屋町東入主税町 910 

        課程：３年課程 １学年定員数：４０名 修業年限：３年 

 本校は京都市内に位置し、学校の徒歩圏内には世界遺産である二条城がある。京都は、多くの文化遺産

が存在し、歴史深い世界的な観光地である。学生の多くは、京都で生まれ育っている。そんな京都の魅力

を知り、もっと京都の文化や暮らしを学んで欲しいという思いで、新カリキュラムより「京都文化の探

求」という科目を設定した。履修は１年次前期であり、１単位、１５時間、８回の講義である。授業は、

京都の歴史に詳しい外部講師にお願いしている。 

教室では、「私が考える京都らしさとは？」をテーマに、グループワークを行ったり、先生から「京都の

しきたり」、「京都の食文化」「祇園祭の歴史」「京町屋の特徴」「東男に京女」「鬼門と清明神社」「大内裏

の不思議」他、京都の文化や歴史について学んでいる。 

学外学習では、「自身で見る京都とその文化」を目的に、グループ毎にテーマを決めて、学校から地域に

出向き、京都文化を探求している。今年度のテーマは、「千本出水の七不思議」「平安時代のオフィス街探

訪」「京都和菓子のルーツ」「雨乞いの祈りと神泉苑」などであった。 

 

 

 

 

• 八省院とも呼ばれる政朝の中心

• 天皇の即位式、国家の重要な 儀
式が行われる

• 外交の場

• 朝堂院を8分の5サイズで再現 し
たのが平安神宮

• 東西約200メートル

• 南北約470メートル

宴の松原跡 

 

跡 

地域の方の

お話を聞く 

学外学習後見学した史跡や神社について更に、文献

を活用して知識を深め、それらを資料にまとめ 

教室でグループ毎に報告会を実施しました。  

本校の学生の多くは京都市内の医療施設に就職しています。 

今後も地域の文化や活動に関心をもち、人々の暮らしともに、 

看護の道を歩んでいって欲しいと願っています。 

・毎日歩いている近くに、こんなに京都の文化がある事

を知った。 

・詳しく歴史や文化について調べる事で、もっと京都が

好きになった。誰かに京都の魅力を話したくなった。 

講義を終えて、学生の声 教員の思い、願い 

報告会では、写真・インタビュー・文献学習他まと

めた物を発表しました。昔の言い伝えは、言葉だけ

では難しいので観劇にしたり、クイズ形式で出題し

たりと視聴者がわかりやすい工夫をしていました。

京都の文化をより広く深く学ぶ機会となりました。     
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